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空間内の objectは時間と共にひきのばされ利用可能な領域をうめつ くす｡ ひきのばされた
object間の距離は exp-1t(A:リアプノフ数, i:時間)のオーダになる｡ これがブラ












つ系をTstepだけ時間発展させる｡ついで時間反転 し(雑音過程は反転 しない. ) Tstep
戻し,初期状態と終状態での差額を測定する.Tを適当にえらぶと(厳密には logeより早く

























従って, Ec, eTは共に極めて大きく夫々に h2,が のプランク定数依存性をもつ.
以上の結論の意味するところは次の通 りである.即ち,"きわめて小さい 〝ec～0(h2)の
外的 じょう乱によって,量子カオス系は古典系の混合性を完全に回復する｡ そして摂動論の収
束半径は古典カオスと違って0ではないがきわめて小さい｡それは ecより更に小さく ET ～
0(h4)である｡従って量子系には古典系と同等の混合性が潜在 している訳である｡これを顕
在化させるためには,外界からごくわずかの摂動を導入するだけでよい｡
それでは夫々が自己劣化という病をもつ量子カオス系が結合すると相互作用笹よって病を克
服できるのだろうか?答えはYesであることが最近わかってきた｡高次元量子系では系に潜在
化 していた混合性が顕在化するらしい｡その証拠と論拠については文献3)を参照されたい｡
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